






















































                   

大
和
日
記
大
略

 

                



 

 
 

義
兵
趣
意
大
略 

文
久
三
年
癸
亥
八
月
、
大
和
国
ニ
義
兵
起
り
、
ニ
百
廿
有
余
年
久
し
き 

昇
平
、
忽
ち
目
ニ
旌
旗
を
見
、
耳
ニ
金
鼓
を
聞
ニ
至
る
、
古
人
所
謂
治
極
り
て
乱
ニ 

入
乃
金
言
宜
哉
、
天
理
の
然
ら
し
む
る
所
也
、
雖
然
、
天
道
元
人
事
よ
り
起
る
、
癸
丑(

嘉
永
四)

・ 

甲
寅(

安
政
元)

以
来
、
外
夷
の
患
ひ
頻
ニ
し
て
、
か
し
こ
く
も
一
天
万
上
乃 

聖
帝
、
深
く 

叡
慮
を
悩
ま
さ
せ
ら
れ
、
幾
度
か
幕
府
へ
攘
夷
の 

 

勅
を
下
さ
れ
し
と
い
へ
と
も
、
幕
府
因
循
、
征
夷
の
職
を
忘
れ
、
敢
て 

 

勅
を
報
し
奉
ら
す
、
井
伊
・
安
藤
・
間
部
・
堀
田
の
如
き
姦
吏
私
慾
を
恣
ニ
し
て
、 

朝
廷
を
欺
き
、
公
論
・
正
議
の
人
々
、
上
下
ニ
お
し
な
へ
て
是
を
失
ひ
、
益
姦
悪
の
極
み
、 

終
ニ
其
身
を
亡
す
に
至
れ
と
も
、
幕
吏
尚
是
ニ
懲
ス
弥
醜
夷
に
交
り
を 

深
う
し
て
、
却
て 

朝
廷
を
謀
り
奉
る
に
依
て
深
く 

 

逆
鱗
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
と
い
へ
共
、
尚 

忍
ば
せ
給
ひ
、
一
橋
・
越
前
を
登
用
し
、 

幕
を
補
て
速
ニ
膺
懲
の
師
を
奉
り
、
外
患
を
除
か
ん
事
を
廔
厳 

勅
下
さ
る
ゝ
と
雖
、
姦
史
決
し
て
報
し
奉
ら
す
、
剰
へ
恐
多
く
も
廃 

 

帝
を
議
し
奉
り
、
或
ハ
小
笠
原
図
書
頭
暴
悪
を
企
、
続
ひ
て
松
平
春
嶽 

逆
謀
を
以
よ
り
迫
り
奉
ら
ん
と
欲
し
、 

神
州
実
ニ
陸
沈
ニ
至
ら
ん
と
す
、
雖
然 

天
道
の
清
明
を
以
、
右
等
の
姦
謀
忽
ニ
露
顕
し
、
其
悪
を
全
ふ
す
る
事 

不
能
、
三
条
殿
・
錦
小
路
殿
・
烏
丸
殿
・
東
久
世
殿
を
始
メ
正
議
の
堂
上
廿 

四
卿
并
長
州
一
藩
其
他
天
下
の
諸
有
志
、
公
道
平
直
、
忠
な
か
ら 

王
室
に
尽
力
し
奉
り
、
漸
と
し
て 

御
親
征
被 

仰
出
、 

 

伊
勢
太
神
宮
江
行
幸
、
夫
よ
り
直
ニ
大
和
国 

神
武
天
皇
の
陵
江
行
幸
、 

御
滞
輿
、 

御
軍
議
、 

御
評
定
在
ら
せ
ら
る
へ
き
と
の
御
旨
、
亥 

八
月
十
二
日
被 

仰
出
、
天
下
勤 

王
の
士
民
、
良
愁
眉
を
開
き
、
聊
其
意
を 

楽
し
ま
し
む
る
に
至
れ
り
、
雖
然
、
又
竊
思
惟
外
ニ
ハ
越
前
・
薩
州
・
会
津 

を
始
め
、
幕
の
姦
党
蜂
の
如
く
、
内
ニ
ハ
中
川
宮
・
一
条
殿
・
二
条
殿
・
徳
大
寺
殿
等 

乃
奸
卿
雲
の
ご
と
く
、
一
旦
、
断
然
被 

仰
出
た
る
小
倉
一
件
の
事
す
ら
、
数
十
日
を 

        



 

経
る
と
い
へ
共
、
其
実
行
ハ
れ
す
、
爰
を
以
見
れ
ハ
、
重
大
の
御
親
征
中
々
以 

速
ニ
行
ハ
る
ゝ
形
勢
ニ
無
之
、
其
上
中
川
宮
鎮
西
大
将
軍
堅
く
御
辞
退
の 

御
底
意
、
一
円
相
分
ら
す
、
内
外
の
姦
徒
急
度 

御
親
征
を
妨
奉
ら
ん 

事
顕
然
、
其
時
ハ
柔
弱
の
堂
上
方
ハ
是
を
悦
ひ
、
因
循
の
涌
出
せ
ん
事
、
是
又 

顕
然
、
然
る
時
ハ
折
角
被 

仰
出
た
る 

御
親
征
行
ハ
れ
す
、 

 

王
威
海
内
ニ
立
す
、
是
よ
り
四
海 

王
朝
を
軽
蔑
し
て
、
意
ニ
ハ
夷
狄
の 

術
中
ニ
落
入
ら
ん
、
鳴
呼
、
方
今
世
上
の
形
勢
既
ニ
自
ら
倒
る
ゝ
乱
を
醸
す
と 

い
へ
共
、
列
藩
諸
侯
旧
染
の
因
循
大
事
大
事
と
の
議
論
盛
ん
ニ
し
て
、 

日
月
を
送
る
に
随
つ
て
姦
ハ
益
姦
と
成
、
正
ハ
ま
す
ま
す
憤
発
し
、
終
ニ
ハ 

海
内
瓦
解
目
敵
と
す
る
攘
夷
ハ
扨
を
き
、
如
何
と
も
な
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ん
、 

是
議
論
を
以
日
月
を
送
る
の
弊
也
、
故
ニ
今
日
中
ニ
議
論
を
以
周
旋
す
る
共
、 

決
て
海
内
一
致
に
ハ
至
る
へ
か
ら
ん
、
是
非
干
戈
ニ
あ
ら
す
ん
ハ
治
ま
ら
す
、
其
干
戈 

を
動
す
に
速
な
れ
ハ
、
朝
廷
人
望
の
帰
す
る
所
、
幕
府
ハ
民
怨
の
至
る
所
、 

王
威
の
立
へ
き
事
知
へ
し
、
若
干
戈
を
動
す
に
遅
遠
ニ
至
ら
ハ
、
奸
党
悪
計
を
企
、 

深
く
熟
し
て
四
海
瓦
解
ニ
至
ら
ん
事
必
然
の
形
勢
也
、
今
日
ニ
当
つ
て
天
下
ニ
勤 

王
有
志
と
唱
ふ
る
者
豈
一
日
傍
観
猶
予
す
へ
け
ん
や
、
迅
速
義
兵
を 

挙
て
姦
徒
を
誅
し
、
干
戈
の
情
を
四
海
ニ
響
か
せ
、
因
循
の
輩
を
し
て 

死
地
ニ
落
入
し
め
、
か
し
こ
く
も
鳳
輦
を
迎
ヘ
奉
ら
ハ
、
屹
度
其
実
行
る
へ
し
、 

是
奇
を
以
、 

御
親
征
ニ
う
な
か
す
術
業
也
と
の
先
見
を
以
、
大
和 

国
ニ
於
て
義
兵
を
そ
挙
た
り
け
り
、
是
則
趣
意
の
大
略
也 

              



 

 
 

亥
八
月
十
四
日 

 

義
兵
の
惣
大
将
中
山
前
侍
従
殿 

 
 

 
 

暮
頃
よ
り
京
師
御
脱
発
ニ
付
、
諸

 

 

藩
の
有
志
士
相
従
ふ
面
々
に
ハ
、
土
州
吉
村
虎
太
郎
并
家
来
木
村
楠
馬
・ 

何
之
才
次
・
同
藩
上
田
宗
児
・
池
内
蔵
太
・
嶋
浪
間
・
田
所
■(

騰)

次
郎
・
那
須
信
吾
・ 

伊
吹
終
吉
・
土
井
左
之
助
・
森
下
儀
之
助
・
同
伊
久
馬
・
鍋
島
米
之
助
・
前
田
繁
馬
・
安 

岡
嘉
助
・
同
斧
太
郎
・
嶋
村
省
吾
・
沢
村
幸
太
・
因
州
磯
崎
寛
・
石
川
一
・
肥
前 

島
原
藩
尾
崎
藤
五
郎
・
保
母
建
・
参
州
苅
屋
藩
松
鎌
三
郎
・
伊
藤
三
也(

弥)

・ 

完(

宍)

戸
弥
四
郎
・
筑
後
久
留
米
藩
鶴
田
陶
司
・
酒
井
伝
次
郎
・
半
田
門
吉
・
中
垣 

 

謙
太
郎
・
荒
巻
羊
三
郎
・
江
頭
種
八
・
小
川
佐
吉
・
同
藩
家
来
山
口
松
蔵 

 
 

 
 

、 
 

筑
前
吉
田
重
蔵
・
肥
後
藩
武
志
田
久
馬
雄
・
常
州
渋
谷
伊
予
作
・
河
内
之 

住
人
長
野
一
郎
・
田
中
楠
之
助
等
、
都
而
三
十
八
人
陪
従
す
、
甲
冑
兵
器
の 

類
者
兼
而
□
□
吉
村
虎
太
郎
竊
ニ
取
調
置
た
る
事
な
れ
ハ
、
同
夜
直
に 

淀
船
ニ
積
込
、
各
大
坂
江
進
発
ス 

   
 

同 

十
五
日 

四
時
前
後
、
惣
勢
追
々
大
坂
土
佐
堀
常
安
橋
江
着
船
、
坂
田
屋
と
云
宿
屋
ニ 

於
て
支
度
を
調
へ
、
夫
よ
り
玉
薬
早
合
の
類
相
求
、
早
船
ニ
艘
借
受
、
夕
刻
都
而 

乗
込
、
相
唱
て
曰
、
今
般
急
御
用
之
筋
有
之
、
長
州
下
之
関
表
江 

 

勅
使
を
差
立
ら
る
ゝ
先
手
と
し
て
罷
越
候
間
、
早
々
出
帆
い
た
す
へ
し
と
厳
敷
船 

頭
江
申
聞
、
暮
前
出
帆
、
天
保
山
下
江
至
る
頃
、
俄
ニ
泉
州
堺
表
江
御
用
有
之
、
急
々 

同
所
江
船
を
着
へ
し
と
申
聞
、
そ
な
た
へ
船
を
向
け
る
と
順
風
に
真
帆
を
揚
、
二
艘
を 

繋
き
合
せ
て
走
る
事
矢
の
如
し
、
船
中
ニ
於
て
同
志
中
、
盟
て
天
下
の
為
ニ 

死
す
へ
し
と
て
、
各
髪
を
切
て
海
中
江
投
じ
、
髪
を
結
た
ば
ね
す
し
て
後
ろ
に
振 

紊
し
、
実
ニ
勇
壮
の
有
様
也
、
夜
半
過
る
頃
、
既
ニ
堺
江
着
船
上
陸
、
各
甲
冑
を 

具
し
、
宿
屋
ニ
命
し
て
飯
を
喰
、
直
ニ
河
内
を
さ
し
て
発
向
す 

   

※ 

■
に
は
造
語
が
入
る 

忠
光
卿
と 

申
奉
る 

丹
後

 

田
辺

 

  

の
出
生
也

 



 

 
 

同 

十
六
日 

四
時
頃
、
河
内
国
狭
山
江
着
す
、
寺
院
ニ
陣
取
、
領
主
北
条
相
模
守
江
吉
村
虎 

太
郎
・
磯
崎
寛
を
使
者
と
し
て
差
遣
さ
れ
、
相
模
守
江
被
逢
度
旨
申
入
ら
る
、
相
模 

守
病
気
之
趣
を
以
、
家
老
両
人
罷
出
、
中
山
卿
ニ
謁
す
、
卿
の
曰
、
方
今
時
勢
切
迫
、 

恐
多
く
も 

御
親
征
被 

仰
出
た
り
、
依
て
此
方
大
和
路
ニ
於
て
義
兵
を 

募
り
、
奉
迎 

鳳
輦
を
度
、
先
達
而
参
れ
り
、
早
々
相
模
守
義
出
陣
相
応
ず 

へ
き
様
有
之
度
、
宜
敷
頼
、
返
答
の
義
者
今
夜
富
田
林
の
郷
士
水
郡
善
之
助
方
江 

止
宿
致
す
の
間
、
同
所
迄
返
答
可
申
出
旨
被
仰
聞
、
惣
勢
支
度
を
調
へ
、
昼
頃 

進
発
、
水
郡
宅
江
八
ツ
時(

午
後
ニ
時)
頃
着
陣
、
同
所
ニ
而
菊
の
御
紋
を
打
た
る
旗
一
流
レ
・
同
幟 

壱
本
拵
へ
、
夜
半
過
、
大
将
軍
御
馬
上
陣
太
鼓
ニ
て
出
陣
す
、
同
所
よ
り
水
郡 

善
之
助
・
同
栄
太
郎
十
三
才
・
備
中
産
内
田
耕
平
御
供
す
、
同
所
江
狭
山
家
老 

両
人
罷
出
、 

天
子 

 

御
親
征
之
節
者
何
時
ニ
て
も
御
用
相
勤
度
段
、
返
答
申
来
る 

                     



 

 
 

同 

十
七
日 

暁
八
時(

午
前
二
時)

過
頃
、
三
日
市
駅
本
陣
ニ
着
、
夜
明
頃
迄
休
息
、
五
時
頃
出
陣
、
観
心 

寺
江
昼
前
着
、 

後
村
上
天
皇
の
陵
并
楠
公
の
首
塚
被
拝
、
爰
に
て
始
て 

菊
の
御
紋
の
旗
を
翻
し
け
る
、
観
心
寺
よ
り
勤 

王
の
印
迄
と
て
甲
冑
一
領
献
上
ス
、 

備
前
藤
本
真
金
并
家
来
福
良(

浦)

元
吉
此
所
よ
り
御
供
ス
、
八
時(

午
後
二
時)

頃
出
陣
、
千
早
を
経
て 

大
和
・
河
内
の
境
、
山
上
ニ
陣
を
取
、
大
和
国
五
條
代
官
を
遥
ニ
見
聞
し
、
代
官
鈴 

木
源
内
ハ
幕
府
の
姦
吏
ニ
て
、
是
迄
有
志
士
の
妨
と
成
し
者
故
、
血
祭
の
為
討 

潰
す
へ
し
と
山
上
ニ
於
て
軍
議
を
定
め
、
備
を
立
、
直
ニ
馳
下
り
、
夕
七
半
時(

午
後
五
時)

頃
舘
へ
不
意 

ニ
押
寄
、
姦
物
鈴
木
源
内
討
手
と
し
て
勤 

王
の
輩
向
ふ
た
り
と
声
々
に
呼
は
り
、 

ゲ
ベ
ル
乃
隊
の
長
土
州
池
田(

内)

蔵
太
其
組
引
連
、
表
門
よ
り
右
之
手
へ
廻
り
て
炮
発
、
何
れ
も 

空
炮
ニ
し
て
勢
ひ
乗
す
る
た
め
、
鬨
の
声
を
そ
揚
た
り
け
る
、
鎗
隊
の
長
土
州
吉 

村
虎
太
郎
・
上
田
宗
児
鑓
組
引
連
、
表
門
よ
り
舘
江
無
二
無
三
ニ
乱
入
せ
り
、
大
将
軍 

ハ
表
門
前
ニ
御
馬
を
控
へ
ら
れ
、
君
側
の
輩
固
め
た
り
、
上
田
頻
り
ニ
進
ん
て
鈴
木 

源
内
を
捕
ふ
、
傍
よ
り
土
州
島
浪
間
是
を
切
て
討
留
た
り
と
両
人
大
音
に
呼
ハ
る
、 

其
外
手
代
元
〆
之
類
長
谷
川
恭
助
・
木
村
祐
蔵
・
高
橋
何
某
今
一
人
を
土
州 

安
岡
斧
太
郎
・
池
田(

内)

蔵
太
・
田
所
■(

騰)

次
郎
・
森
下
伊
久
馬
ニ
て
討
留
た
り
、
田
所
者
少
々 

手
疵
を
負
け
り
、
其
上
ニ
て
惣
勢
込
入
、
金
銀
家
財
を
取
納
て
衣
服
類
は
貧
民
ニ 

与
へ
、
夜
中
舘
を
放
火
し
、
桜
井
寺
を
本
陣
と
定
め
、
同
所
へ
惣
勢
引
揚
た
り
、
此
時
和
州
の 

有
志
乾
十
郎
・
井
沢
安(

宜
脱
カ)

・
平
岡
久
兵
衛(

鳩
平)

・
原
田
清
一
郎
・
伴
林
六
郎
・
林
豹
吉
郎
等
馳 

加
は
る 

            

※ 

■
に
は
造
語
が
入
る 



 

 
 

同
十
八
日
よ
り
十
九
日
迄
桜
井
寺
江
御
滞
陣 

鈴
木
源
内
始
五
人
の
首
を
五
條
町
外
れ
に
梟
首
し
、
其
罪
を
札
ニ
顕
し
け
り
、 

夫
よ
り
庄
屋
・
村
役
人
等
悉
く
呼
出
し
、
幕
府
を
討
へ
き
趣
意
を
申
聞
、
天
朝
の 

御
為
ニ
忠
を
尽
す
へ
き
人
の
道
を
教
へ
、
制
度
を
定
て
制
札
を
改
め
、
当
秋
の
年
貢 

半
高
を
免
許
し
、
人
民
を
安
ん
し
、
旗
指
物
其
外
兵
器
等
大
略
相
調
へ
、
五
條
近
辺 

三
在
の
代
官
内
原
庄
司
と
言
者
姦
物
ニ
付
、
是
ニ
も
押
寄
し
所
、
早
逃
去
て
居 

さ
る
故
、
居
宅
を
打
潰
し
家
財
取
納
め
、
米
六
拾
俵
を
得
た
り
、
然
る
に
京
師
有 

志
の
人
よ
り
大
変
告
来
る
、
昨
十
八
日
暁
天
ニ
中
川
宮
・
一
条
殿
・
二
条
殿
・
徳
大 

寺
殿
・
薩
州
・
因
州
・
会
津
等
姦
計
を
企
、
俄
ニ
有
栖
川
宮
江
炮
発
し 

不
意
ニ 

御
所
江
押
入
、
乍
恐 

天
子
を
擁
し
奉
り
、
戒(

戎)

衣
の
兵 

を
以
六
門
を
固
メ
、
御
親
征
を
妨
奉
り
、
讒
説
を
以
長
州
を
退
け
、
三
条
殿
・ 

西
三
条
殿
・
四
条
殿
・
東
久
世
殿
・
錦
小
路
殿
・
壬
生
殿
・
沢
殿
等
七
卿
迄
長
州 

表
江
御
亡
命
被
遊
し
由
、
寔
以
天
下
の
大
変
此
上
な
し
と
の
事
也
、
爰
ニ
於
て
諸 

有
志
大
ニ
愕
然
、
兼
而
よ
り
姦
徒 

御
親
征
を
妨
奉
ら
ん
事
ハ
先
見
も 

有
つ
れ
と
も
、
斯
迄
と
ハ
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
去
迚
、
今
更
詮
方
な
し
、
此
上
ハ
十
津
川
の
郷
士 

を
募
り
、
益
軍
威
を
張
る
に
し
く
事
な
し
と
専
ら
其
手
段
に
及
へ
り
、
然
る
所
京 

師
よ
り
筑
前
平
野
次
郎
、
学
習
院
の
命
を
以
暴
発
差
留
ニ
来
る
、
然
共
早
跡
の 

事
ニ
て
一
夜
泊
り
て
又
京
師
ニ
帰
る
、
尤
鶴
田
陶
司
、
中
山
卿
よ
り
学
修
院
へ
之 

御
上
書
持
参
、
平
野
一
同
京
師
江
至
る
と
雖
既
ニ
姦
党
の
政
と
相
成
居
、
中
々 

御
上
書
抔
相
納
へ
き
形
勢
ニ
無
之
、
空
敷
帰
り
来
る
、
右
平
野
来
り
し
折
、
武
州 

安
積
五
郎
・
江
州
池
田
謙
次
郎
・
河
内
三
浦
主
馬
等
京
師
よ
り
来
る
、
水
戸
藩
園(

岡)

見 

留
次
郎
・
大
和
高
取
安
田
鉄
蔵
、
江
戸
の
産
西
田
仁
平
、
大
和
橋
本
若
狭
并 

同
志
廿
余
人
、
原
田
亀
太
郎
等
追
々
馳
加
は
る 

 
          



 

 
 

同 

廿
日 

五
條
留
主
館
と
し
て
土
州
池
内
蔵
太
・
武
州
安
積
五
郎
・
郷
士
水
郡
善
之
助
父
子
・ 

久
留
米
荒
巻
羊
三
郎
・
因
州
磯
崎
寛
等
六
七
人
残
し
置
れ
、
四
時
頃(

午
前
十
時)

御
出
陣 

十
津
川
さ
し
て
発
向
す
、
同
夜
坂
本
江
御
宿
陣 

   
 

同
廿
一
日
よ
り
廿
四
日
迄
天
の
川
辻
江
御
滞
陣 

坂
本
よ
り
十
八
丁
手
前
、
天
の
川
村
之
内
辻
と
云
所
、
四
方
絶
壁
の
如
く
要
害
誠
ニ
堅
固 

な
れ
ハ
、
坂
本
よ
り
同
所
江
御
引
移
、
御
本
陣
と
定
め
ら
れ
、
同
所
よ
り
十
津
川
郷
士
を
募
り 

の
為
、
土
州
吉
村
虎
太
郎
・
嶋
原
保
母
建
、
命
を
受
、
十
津
川
江
罷
越
、
一
両
日 

を
経
て
帰
り
、
追
々
十
津(

川
脱)

勢
出
陣
ニ
及
ひ
し
也 

一
、
土
州
那
須
信
吾
、
高
取
の
城
主
植
村
駿
河
守
江
使
者
と
し
て
罷
越
、
此
節
勤 

王
之
義
兵
入
用
の
為
、
鞍
置
馬
二
疋
、
米
百
石
、
鉄
炮
百
挺
、
鎗
百
筋
、
甲
冑 

百
領
、
大
小
百
腰
献
納
可
致
様
と
の
御
使
者
也
、
駿
河
守
小
藩
の
事
に
て
右
通 

之
献
上
出
来
兼
、
馬
二
疋
鉄
炮
三
十
挺
鑓
三
十
筋
献
上
ニ
及
へ
く
、
米
之
義
ハ 

追
々
百
石
高
献
米
可
仕
段
、
受
書
差
出
せ
り 

一
、
紀
州
高
野
山
江
土
州
上
田
宗
児
・
土
居
佐
之
助
・
嶋
原
尾
崎
藤(

濤)

五
郎
、
御
使
者
と
し
て
罷
越
、 

義
兵
の
味
方
い
た
し
忠
を
尽
す
へ
き
旨
申
入
ら
る
、
一
山
屹
度
御
味
方
申
上
度
、
他
日
何
れ
の 

方
よ
り
彼
是
申
来
る
共
、
決
而
ニ
心
な
く
長
く
御
味
方
仕
度
と
の
返
答
也
、
其
後 

彼
方
よ
り
も
天
の
辻
江
使
者
さ
し
越
、
献
上
物
等
い
た
し
け
り 

一
、
十
津
川
よ
り
野
崎
主
計
・
田
中
主
馬
蔵
・
前
木
鏡
之
進
・
丸
谷
幸
之
助
、
人
数
引
卒
し 

追
々
馳
集
る
、
中
丈
之
助
・
沼
田
京
蔵
・
乾
政
左
衛
門
・
深
瀬
繁
理
・
仲
垣
郭
之
進
等 

も
追
々
来
る
、
何
れ
も
農
兵
を
引
卒
せ
り
、
其
勢
凡
千
二
百
人 

一
、
十
津
川
姦
物
玉
堀
為
之
助
、
河
内
の
姦
物
上
田
主
殿
両
人
召
捕
、
天
之
辻
ニ
於
て 

誅
戮
し
、
罪
状
を
記
し
て
梟
首
に
及
ひ
け
り 

         



 

 
 

同 

廿
五
日 

惣
軍
千
五
百
人
引
卒
し
五
條
へ
出
陣
、
桜
井
寺
御
本
陣
へ
入
ら
せ
ら
れ
し
所
、 

京
師
中
川
宮
の
命
令
を
以
、
紀
州
・
郡
山
・
高
取
の
軍
勢
押
寄
る
と
の
風
聞
、 

既
ニ
五(

御)
所
セ
と
申
所
迄
出
陣
と
の
注
進
ニ
よ
つ
て
、
同
夕
暮
ニ
か
け
俄
ニ
吉
野
川
原
ニ 

勢
揃
へ
・
鑓
・
鉄
炮
共
ニ
廿
五
人
充
ニ
一
人
の
長
を
置
、
備
を
立
、
陣
列
整
々
と
し
て 

旌
旗
夜
風
に
翻
り
、
さ
も
い
さ
ぎ
よ
く
そ
見
ヘ
に
け
る
、
然
ニ
五
條
ハ
平
地
ニ
人
家
有
之
、 

要
害
極
て
あ
ら
く
敵
ニ
寄
ら
れ
て
ハ
難
義
の
地
形
也
、
併
此
方
よ
り
逆
寄
に
せ
ん 

に
は
と
、
夫
よ
り
一
番
・
二
番
・
三
番
・
四
番
・
旗
本
・
六
番
・
七
番
・
八
番
と
順
々
ニ
操
出
し
、

 

惣
軍
五(

御)

所
の
様
押
行
、
道
ニ
し
て
高
取
の
閑
者
一
人
を
捕
へ
て
直
ニ
相
進
ミ
、
道
法 

五
十
丁
計
ニ
し
て
平(

重)

坂
峠
ニ
至
り
陣
を
布
て
、
右
の
間
者
を
詰
問
ニ
及
し
也
、
同
人 

義
者
高
取
ニ
て
小
性(

姓)

頭
を
勤
し
士
の
由
、
頃
日
頻
ニ
籠
城
の
用
意
と
申
迄
ニ
て
敵
勢 

寄
来
る
趣
ハ
白
状
ニ
及
す
、
故
ニ
先
達
て
受
状
迄
差
出
し
た
る
献
米
百
石
、
此
方
よ
り
請 

取
ニ
遣
す
と
い
へ
共
、
一
円
治
め
さ
る
ハ
何
事
そ
や
と
厳
敷
糺
問
す
れ
ハ
、
京
師
諸
司
代
よ
り 

差
留
来
り
し
と
の
噂
ニ
て
、
一
体
の
事
ハ
軽
き
者
に
て
不
存
旨
申
出
、
一
円
白
状
不
致
、 

中
々
死
を
決
し
て
大
丈
夫
の
風
情
ニ
見
へ
け
れ
ハ
、
速
ニ
首
を
刎
て
惣
軍
兵
粮
を 

遣
ひ
、
峠(

戸
毛)

と
申
駅
迄
進
ミ
、
敵
の
事
情
探
索
ニ
及
し
所
、
五(

御)

所
に
は
敵
一
人
も
無
之
、 

高
取
へ
莟(

つ
ぼ)

ミ
し
と
の
噂
も
有
之
相
分
ら
す
、
就
而
ハ
高
取
之
義
先
達
て
献
米 

受
取
ニ
遣
す
と
雖
、
納
さ
る
の
ミ
な
ら
す
、 

京
師
の
変
を
聞
と
等
敷
俄
ニ
変 

心
、
剰
江
賊
軍
ニ
応
じ
籠
城
の
支
度
を
致
し
、
却
而
此
方
江
押
寄
る
結
構
有
之 

趣
ニ
付
、
速
ニ
同
所
へ
押
寄
一
戦
可
致
と
軍
議
既
ニ
決
せ
し
所
、
早
夜
も
明
な
ん
と 

し
て
軍
卒
大
ニ
労
れ
け
る
故
、
惣
軍
休
息
い
た
し
け
り 

            



 

 
 

同 

廿
六
日 

 

六
時
過
、
惣
軍
進
発
、
道
法
五
拾
丁
、
高
取
城
下
入
ロ
ニ
攻
寄
る 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

彼
方
ヘ
も
備
へ
有
て
頻
ニ
大
炮
・
小
炮
打
か
く
る
、
味
方
の 

 

先
手
鉄
炮
つ
る
べ
か
け
て
打
放
し
、
敵
勢
両
三
人
討
斃
し
け
る
、
煙
の
下
よ
り
進
め
進
め
と
頻
ニ 

大
将
軍
下
知
し
給
へ
共
、
一
筋
の
小
道
に
て
敵
ハ
小
高
き
所
ニ
有
、
進
ミ
兼
て
見
へ
た
る
所
に
敵
よ
り 

打
出
す
破
烈(

裂)

丸
ニ
驚
き
、
十
津
川
の
農
兵
崩
れ
立
、
一
人
即
死
一
両
人
手
負
、
我 

先
へ
と
引
退
く
を
頭
の
面
々
大
ニ
制
す
と
雖
、
不
能
、
先
手
ニ
進
ミ
し
久
留
米
酒
井
伝 

次
郎
甲
を
百
目
玉
に
て
打
砕
か
れ
、
味
方
足
場
あ
し
く
備
へ
崩
れ
て
見
へ
け
れ
ば
、
敵 

頻
ニ
鬨
の
声
を
揚
る
、
味
方
も
鬨
を
合
せ
て
急
ニ
鐘
を
鳴
ら
し
、
二
手
ニ
分
れ
て 

惣
軍
五
條
へ
し
つ
し
つ
と
引
揚
た
り
、
夫
よ
り
夜
に
掛
、
天
の
辻
本
陣
迄
引
揚
る
、
尤
先 

陣
の
兵
ハ
三
在(

さ
ん
ざ
い)

の
近
辺
山
々
三
ヶ
所
江
備
へ
を
立
て
引
退
き
け
り
、
同
夜
土
州
吉
村 

虎
太
郎
・
久
留
米
中
垣
鎌(

謙)

太
郎
・
小
川
佐
吉
三
人
、
味
方
言
甲
斐
な
く
引
退
し
を 

無
念
ニ
思
ひ
、
死
を
決
し
て
書
置
を
残
し
、
三
在
よ
り
取
て
返
し
五(
御)

所
ニ
て
酒
店
ニ
立 

寄
、
同
勢
別
れ
の
盃
を
廻
ら
し
抜
魁
し
て
土
佐
へ
進
ミ
、
十
津
川
勢
凡
廿
五
人
引
卒
し
け
る
か
、 

道
に
て
一
人
ニ
人
と
落
去
、
纔
ニ
上
下
十
三
四
人
焼
草
を
背
負
、
火
縄
を
袖
ニ
蔵
し
、
竊
ニ 

忍
ひ
寄
、
既
ニ
町
内
ニ
進
ミ
し
所
、
計
ら
す
も
敵
の
夜
廻
り
と
覚
敷
五
六
十
人
に
出
会 

た
り
、
大
将
一
人
馬
上
挑
灯
を
灯
せ
り
、
吉
村
是
を
見
て
能
敵
こ
ざ
ん
な
れ
と
鑓
を 

あ
け
て
ぐ
さ
と
突
た
り
、
突
れ
て
馬
上
よ
り
落
る
所
を
三
鑓
迄
突
留
た
り
、
此
者
ハ 

大
和
ニ
名
を
得
し
杉
野
奈
良
之
助
と
か
云
撃
剣
の
達
者
に
て
頗
る
勇
気
の
者
成 

よ
し
、
突
れ
な
が
ら
太
刀
を
振
て
吉
村
を
討
事
凡
三
十
太
刀
、
然
共
吉
村
丈
夫
の 

兜
を
戴
き
二
重
小
手
を
差
た
る
故
、
事
共
せ
ず
、
彼
か
弱
る
を
見
透
し
既
ニ 

首
を
掻
ん
と
す
る
所
、
豈
斗
ら
ん
、
味
方
よ
り
打
鉄
炮
の
二
ツ
玉
に
横
腹
を
七
寸
程
打
通 

さ
れ
、
尻
居
に
ど
う
と
倒
る
、
杉
野
ハ
立
事
不
能
其
儘
息
絶
た
り
、
此
時
中
垣
・
小
川
、 

鑓
を
以
敵
勢
を
追
散
し
け
る
が
吉
村
手
負
た
り
と
聞
て
放
火
す
る
に
暇
な
く
一
所
ニ 

集
り
吉
村
を
介
抱
し
、
手
を
引
、
或
ハ
背
負
辛
う
し
て
峠
迄
引
退
き
、
役
人
の 

宅
ニ
泊
り
、
翌
日
五
條
へ
駕
籠
に
て
引
退
き
養
生
相
加
江
、
腹
中
よ
り
玉
一
ツ
出
、
追
々 

快
く
命
ニ
気
遣
ひ
な
か
り
け
る 

    

城
ハ
山
上
ニ
有
、
城
よ
り

 

五
十
丁
下
モ
土
佐
と 

申
所
ニ
館
有
、
常
ニ
駿
河
守
、
爰
ニ
住
ス
、 

此
所
ニ
家
中
町
有
て
城
下
と
申
也 



 

一 

吉
村
家
来
楠
馬
・
才
次
と
申
両
人
、
是
迄
剛
の
者
と
見
へ
た
る
か
、
今
日
ニ
至
り 

命
や
惜
か
り
け
ん
、
逃
去
て
行
衛
知
れ
さ
り
け
り 

一 
石
川
清
一
郎
義
、
夕
刻
よ
り
郡
山
表
探
索
と
申
立
、
五
條
を
出
た
る
儘
、
其
後 

終
ニ
帰
ら
す
、
参
州
苅
屋(

谷)

伊
藤
三
也
も
郡
山
へ
罷
越
、
終
ニ
帰
ら
す 

   
 

同 

廿
七
日 

先
陣
の
面
々
、
昨
夜
五
條
へ
泊
陣
せ
し
も
有
之
、
和
田
へ
宿
陣
の
輩
も
有
け
る
か
、
追
々
天
の 

辻
へ
引
揚
来
る 

   
 

同 

廿
八
日 

京
師
の
基
本
崩
れ
、 

御
親
征
も
相
止
、
姦
徒 

朝
廷
の
政
を
恣
に
し
、 

長
州
も
引
退
き
し
所
に
て
ハ
、
味
方
ニ
応
す
る
者
ハ
な
く
、
自
然
敵
よ
り
味
方
江 

 

朝
敵
の
名
を
蒙
ら
し
め
ん
ハ
必
定
也
、
其
時
兵
力
を
以
手
を
広
け
ん
事
甚
か
た
く
、
併 

是
よ
り
十
津
川
山
中
へ
引
籠
、
機
を
見
て
紀
州
新
宮
表
を
討
破
り
、
船
に
て
四
国
・
九
州 

江
渡
海
、
再
ひ
義
兵
を
募
り
て
社
可(

こ
そ)

然
と
て
、
既
ニ
御
決
策
ニ
相
成
、
同
夕
天
の 

辻
江
御
発
馬
、
長
殿
村
御
宿
陣 

   
 

同 

廿
九
日 

長
殿
村
へ
御
滞
陣
、
御
決
策
の
趣
を
以
天
の
辻
江
居
残
た
る
、
先
陣
の
輩
安
積
五 

郎
・
池
田(

内)

蔵
太
・
吉
村
虎
太
郎
等
数
十
人
、
其
外
河
内
勢
等
悉
く
引
揚
、
早
々
御
本
陣
へ
莟(

つ
ぼ
む)
む 

へ
し
と
被
仰
遣
け
れ
共
、
敵
追
々
押
寄
る
由
相
聞
、
引
退
き
か
た
き
旨
ニ
て
命
ニ
応
せ
す 

   
 

同 

晦
日 

先
陣
の
輩
へ
重
て
御
使
被
遣
け
れ
共
、
引
取
ら
さ
る
故
、
御
旗
本
勢
計
に
て
長
殿 

村
へ
御
進
発
、
風
屋
村
へ
御
宿
陣 

   
 

九
月 

朔
日 

風
屋
村
御
滞
陣
、
御
川
漁
有
け
る
也 

 



 

 
 

同 

ニ
日 

武
蔵
村
江
御
着
陣 

   
 

同 
三
日 

武
蔵
御
滞
陣
、
是
よ
り
直
ニ
新
宮
へ
討
出
、
四
国
・
九
州
江
渡
海
の
御
定
論
ニ
有
し
所
、 

天
の
辻
江
河
内
勢
を
始
有
志
士
大
半
居
残
、
和
田
・
橋
本
・
下
市
抔
の
道
筋
江 

手
配
、
出
勢
し
て
相
固
メ
、
賊
軍
追
々
迫
り
来
る
故
、
橋
本
の
敵
陣
を
放
火
し
て 

敵
を
追
散
し
、
彼
か
幟
を
奪
取
、
或
は
下
市
口
椎
原
峠
ニ
て
大
和
橋
本
若
狭
、 

同
志
の
手
勢
を
引
連
、
敵
と
対
陣
、
紙
旗
篝
火
等
の
謀
計
を
以
敵
を
お
ひ
や
か
し
、 

毎
度
勝
利
の
趣
に
て
一
向
武
蔵
の
方
江
引
取
ら
さ
る
故
、
流
石
ニ
夫
を
捨
て
御
旗 

本
計
り
に
て
新
宮
江
討
出
る
共
致
し
兼
、
止
事
を
得
す
、
五
條
の
方
よ
り
討
破
り
、
大
坂 

方
江
攻
登
り
、
夫
よ
り
西
国
江
渡
海
可
致
と
の
御
評
定
ニ
そ
相
成
け
る 

   
 

同 

四
日 

武
蔵
村
御
出
陣
、
風
屋
御
宿
陣 

   
 

同 

五
日 

辻
堂
村
御
宿
陣 

 
            



 

 
 

同 

六
日 

天
の
辻
江
御
着
陣
、
然
処
追
々
寄
手
相
迫
り
、
紀
州
勢
ふ
き
口
よ
り
進
ミ
、
藤
堂 

勢
五
條
江
本
陣
を
構
へ
、
和
田
口
よ
り
押
寄
る
、
井
伊
勢
下
市
江
本
陣
を
構
へ
、
ど
ろ
川 

口
よ
り
進
ミ
、
其
外
高
取
・
郡
山
な
と
数
千
の
大
軍
所
々
に
屯
陣
罷
在
、
迚
も
急
ニ
討 

破
ら
ん
事
六
ツ
ケ
敷
故
ニ
、
天
の
辻
よ
り
二
里
計
り
北
、
五
條
の
方
江
進
ミ
、
ホ
ク
ソ
キ
と
言
所 

要
害
の
地
ニ
依
て
御
本
陣
と
定
め
、
天
の
辻
ハ
後
陣
と
定
め
、
暫
く
対
陣
、
合
戦
し
、 

敵
を
悩
し
、
其
都
合
ニ
寄
て
討
出
ん
と
の
軍
議
に
て
、
土
州
上
田
宗
児
・
久
留
米
半
田 

門
吉
、
十
津
川
鎮
撫
・
義
兵
募
り
の
命
を
蒙
り
罷
越
、
婦
人
子
供
ハ
安
心
し
て 

農
事
を
助
け
、
百
性
ハ
人
夫
の
外
ハ
他
を
顧
す
農
業
出
精
を
勧
メ
、
郷
士 

壮
勇
の
者
ハ
早
々
天
の
辻
江
出
陣
の
義
申
聞
、
頻
ニ
周
旋
せ
り 

一
、
藤
堂
家
の
義
兼
て
勤 

王
の
聞
へ
有
し
所
、
今
日
ニ
至
り
如
何
勤 

 

王
致
さ
ゝ
る
や
、
且
頃
日
、
当
表
江
多
勢
出
陣
ニ
及
し
ハ
、
如
何
之
故
、
何
の
為
ニ
有
之
哉
、 

且
又
五
條
表
加
増
致
さ
る
ゝ
の
趣
ニ
相
聞
、
幕
府
よ
り
加
増
ニ
成
し
か
又 

 

天
朝
よ
り
被
下
し
か
御
返
答
承
度
旨
使
者
と
し
て
常
州
渋
谷
伊
予
作 

五
條
藤
堂
の
本
陣
へ
先
月
廿
九
日
よ
り
参
り
し
所
、
藤
堂
勢
是
を
受
て
い
つ
れ 

和
泉
守
へ
伺
ひ
返
答
可
致
旨
申
聞
、
酒
食
等
差
出
し
も
て
な
す
に
依
て
、
渋
谷 

心
を
免
し
て
眠
る
所
を
見
透
し
力
士
を
以
縛
し
て
渋
谷
を
終
に
返
さ
す
、
実
ニ 

藤
堂
家
悪
む
べ
き
仕
業
也 

 

  
              



 

 
 

同 

七
日 

御
本
陣
ホ
ク
ソ
キ
江
御
移
陣
の
筈
ニ
而
操
出
さ
れ
し
か
、
兼
而
此
方
よ
り
出
張
し
て 

固
め
た
る
大
日
川
へ
藤
堂
勢
押
寄
、
頻
ニ
鉄
炮
打
か
け
味
方
も
爰
を
詮
度
と
鉄 

炮
打
出
し
、
凡
ニ
時
斗
り
挊
合
た
り
、
安
田
鉄
蔵
手
疵
を
負
、
敵
は
寄
場
悪
く 

即
死
四
五
人
手
負
四
拾
余
人
、
叶
す
し
て
引
退
く
、
右
に
付
大
将
軍
ハ
ホ
ク
ソ
キ
を 

止
て
銀
峯
山
へ
御
本
陣
を
居(

据)

ら
れ
け
り 

一
、
筑
前
吉
田
重
蔵
・
大
和
原
田
亀
太
郎
・
嶋
原
保
母
建
・
富
田
林
郷
士
水
郡
善
之
助 

 

父
子
・
河
内
田
中
楠
之
助
・
因
州
石
川
一
・
辻
幾
之
助 

 
 

 
 

 
 

 

外
ニ
河
内
勢
と
も
に 

 

都
而
十
七
人
、
大
日
川
合
戦
終
て
直
ニ
亡
命
す
、
十
津
川
奥
へ
入
込
、
西
山
郷
樫
尾
村 

深
瀬
和
作
・
同
茂
助
等
の
献
金
を
奪
取
、
何
く
と
も
な
く
逃
去
け
り 

   
 

同 

八
日 

銀
峯
山
江
御
滞
陣
、
四
十
余
ケ
所
ニ
篝
火
を
焚
け
り 

 
 

                 

河
内
之
人
に
て 

大
坂
よ
り
御
供
ス 



 

 
 

同 

九
日 

井
伊
・
藤
堂
の
軍
勢
四
方
よ
り
銀
峯
山
を
取
巻
、
真
黒
く
押
寄
、
鉄
炮
打
掛 

攻
懸
る
、
味
方
も
手
を
分
、
鉄
炮
打
出
し
、
爰
を
専
度
と
防
戦
し
、
敵
勢
少
々
討
取
、 

大
将
軍
ハ
小
勢
に
て
迅
速
大
日
川
江
引
揚
ら
れ
、
残
の
勢
と
も
防
き
け
れ
ハ
、
敵
も
追
々
退
き
け
り 

一
、
下
市
口
川
岸
と
言
所
江
、
井
伊
勢
押
寄
る
、
大
和
橋
本
若
狭
・
土
州
安
岡
嘉
助 

小
勢
を
以
防
戦
し
、
敵
の
物
頭
一
両
人
討
殪
し
け
り
、
安
岡
鉄
炮
に
て
手
の
裏
を 

打
通
さ
れ
、
味
方
小
勢
に
て
防
き
兼
て
引
退
く
、
敵
進
ん
て
橋
本
若
狭
か
居
宅
、 

且
丹
生
明
神
の
社
を
放
火
し
て
引
退
く 

一
、
今
日
川
岸
の
合
戦
、
味
方
勝
利
な
か
り
し
故
、
今
夜
井
伊
の
本
陣
下
市
町
江 

夜
討
し
て
憤
怒
を
散
す
へ
し
と
て
、
土
州
森
下
儀
之
助
・
同
伊
久
馬
・
前
田
繁
馬
・
田
所 

■(

騰)

次
郎
・
嶋
村
省
吾
・
嶋
浪
間
・
久
留
米
荒
巻
羊
三
郎
・
鶴
田
陶
司
・
大
和 

 

橋
本
若
狭
、
権
宮
寺
入
道 

 
 

・
楠
目
清
馬
・
嶋
原
尾
崎
藤(

濤)

五
郎
・
武
州
池
田
鎌 

 

次
郎
・
土
州
森
下
か
郎
等
吉
三
郎
并
十
津
川
鉄
炮
の
者
十
人
計
り
都
合
廿
余
人
、
快
く 

酒
を
呑
、
兵
粮
を
遣
ひ
八
時(

午
前
ニ
時)

頃
闇
夜
ニ
灯
も
と
も
さ
す
、
竊
ニ
下
市
町
江
と
忍
ひ
寄
た
り
、 

既
ニ
町
ロ
ニ
至
れ
ハ
敵
番
所
を
張
て
か
ゝ
り
を
焚
、
高
張
挑
灯
を
灯(
と
も)
し
、
さ
も
厳
重
ニ
構
へ 

た
る
所
へ
、
思
ひ
も
寄
す
鑓
を
揚
て
不
意
ニ
突
入
、
番
人
を
突
殺
し
逃
る
を
追
す
か
ふ
て 

町
内
七
八
ケ
所
の
番
兵
悉
く
追
散
ら
し
、
八
丁
程
進
ミ
け
れ
ハ
、
町
内
ニ
橋
有
て
向
ふ
に
も
篝 

火
を
焚
敵
有
と
見
へ
け
る
故
、
橋
を
引
落
さ
ん
と
す
れ
共
落
さ
る
故
、
橋
の
此
方
へ
十
津
川 

勢
を
備
へ
鉄
炮
込
替
込
替
頻
ニ
打
せ
て
向
ふ
の
敵
を
防
き
、
有
志
の
面
々
ハ
精
神
を
励
し
、 

爰
彼
所
と
馳
廻
り
町
家
所
々
江
火
を
か
け
鬨
を
ど
つ
と
そ
揚
た
り
け
る
、
昼
の
戦
ひ
に
労
れ 

果
、
寝
入
た
る
敵
共
狼
狽
騒
き
、
右
や
左
と
十
方
を
失
ひ
、
逃
る
を
突
殺
し
切
倒 

し
或
ハ
猛
火
の
中
又
ハ
煙
り
の
中
ニ
追
込
、
何
れ
も
思
ふ
儘
に
働
き
け
り
、
中
ニ
も
森
下
か 

郎
等
吉
三
郎
大
力
に
て
大
斧
を
打
ふ
り
荒
廻
り
、
此
処
ハ
井
伊
家
の
本
陣
に
て
、
家 

老
其
外
士
分
大
勢
宿
陣
致
し
け
る
に
そ
討
る
ゝ
者
数
知
れ
す
、
或
ハ
乗
出
す
馬
を 

奪
れ
討
る
ゝ
も
有
、
物
頭
士
分
の
輩
物
の
具
も
せ
す
、
赤
裸
に
て
追
詰
ら
れ
助
け
給
へ
と 

拝
む
も
あ
り
、
甲
冑
・
兵
器
を
奪
れ
、
或
ハ
先
祖
伝
来
の
指
物
、
大
坂
御
陣
の
節
秋
山 

     

※ 

■
に
は
造
語
が
入
る 

大
和
の

 

人
也

 



 

何
某
相
用
ひ
候
品
抔
と
書
記
せ
し
を
打
捨
、
這
々
の
体
に
て
逃
る
と
雖
、
前
ハ
吉
野
川
、 

後
ハ
山
ニ
て
外
ニ
逃
道
な
く
焼
死
す
る
者
少
か
ら
す
、
味
方
大
ニ
勝
利
を
得
て
引
揚
け
る
、 

此
合
戦
ニ
井
伊
家
の
家
老
討
死
せ
し
と
の
説
も
あ
れ
共
、
其
実
相
分
ら
す
、
味
方 

ハ
手
負
一
人
も
な
か
り
け
る 

   
 

同 
十
日 

大
日
川
江
御
滞
陣
、
此
勢
ひ
に
乗
し
大
坂
へ
討
出
る
に
一
決
の
所
、
藤
堂
勢
又
押
寄 

来
る
、
暫
く
鉄
炮
打
合
た
る
か
、
銀
峯
山
の
味
方
惣
勢
後
詰
と
し
て
大
日
川
へ 

押
来
る
ニ
恐
れ
て
、
藤
堂
勢
急
ニ
引
退
く
、
跡
に
て
聞
ハ
此
日
紀
州
・
井
伊
・
藤
堂
、 

三
方
よ
り
同
時
に
大
日
川
を
攻
る
の
計
策
諜
し
合
せ
し
所
、
昨
夜
下
市
に
て
井
伊 

勢
大
敗
軍
ニ
依
て
、
謀
斗
計
齟
齬
し
け
る
と
な
り 

   
 

同 

十
一
日 

大
坂
の
方
江
討
出
る
と
の
計
策
な
れ
共
、
玉
薬
払
底
、
一
合
戦
分
程
ニ
相
成
、 

止
事
を
得
す
、
一
先
十
津
川
江
引
籠
る
へ
し
と
の
評
義
ニ
相
替
り
、
天
の
辻
迄
御
帰
陣 

一
、
土
州
上
田
宗
児
・
久
留
米
半
田
門
吉
・
十
津
川
よ
り
帰
る 

一
、
藤
堂
家
よ
り
紙
面
来
る
、
其
大
略
ニ
曰
、
其
御
許
方
、
勤 

王
の
義
ハ
尤
の
事
な
れ
共
、

 

五
條
代
官
を
討
取
、
山
林
ニ
引
籠
、
猥
ニ
干
戈
を
動
し
人
民
を
苦
し
め
ら
る
ゝ 

条
、
乍
恐 

震(

宸)

襟
を
悩
ま
さ
れ
候
、
何
分
形
ニ
於
て
ハ 

朝
敵
同
様
ニ
付
、
早
々
降 

参
ニ
及
な
ハ
、
京
師
向
者
如
何
様
共
周
旋
の
仕
様
も
可
有
之
、
左
も
無
之
於
て
ハ 

勅
命
を
蒙
り
た
る
事
な
れ
ハ
不
得
止
事
、
攻
潰
し
可
申
と
の
趣
意
也
、
且
五
條
表 

加
増
の
義
ハ
曽
て
無
之
と
の
趣
也
、
右
ニ
付
此
方
よ
り 

叡
慮
を
矯
る
に
よ
つ
て
、 

此
方
形
ニ
於
て
ハ
い
か
に
も
来
諭
の
如
く
、
勤 

王
ニ
紛
無
之
、
其
方
共
、
又
形
ニ 

於
て
ハ
勤 

王
の
様
成
と
も
、
其
実
ハ
朝
敵
也
、 

朝
廷
・
幕
府
の
差
別
、 

君
臣
主
従
の
理
合
、
能
々
勘
考
、
速
ニ
勤 

王
の
実
を
尽
さ
る
へ
し
、
且
又 

此
方
よ
り
先
達
て
差
越
た
る
使
者
渋
合
伊
与
作
義
、
如
何
の
訳
ニ
而
帰
さ
ゝ
る
哉
と
の 

趣
も
書
添
た
り 

   
 

同 

十
ニ
日 

夕
刻
、
天
の
辻
御
出
陣
、
小
代
江
御
出
陣
、
尤
先
陣
の
輩
ハ
天
の
辻
ニ
残
り
、
小
荷
駄
類 

追
々
運
送
に
及
へ
り 



 

 
 

同 

十
三
日 

上
之
地
江
御
着
陣
、
暫
く
御
滞
陣
の
積
り
に
て
、
所
々
手
配
り
固
め
等
の
評
義
に
及
へ
り 

   
 

同 

十
四
日 

十
津
川
郷
士
兼
て
京
師
江
登
り
居
た
る
者
共
之
内
、
十
三
人
中
川
の
宮
の
命
を
蒙
り 

罷
帰
り
、
風
屋
村
よ
り
十
津
川
郷
士
野
路(

崎)

主
計
・
大
和
乾
十
郎
を
呼
寄
申
聞
る
趣
者
、 

中
川
の
宮
よ
り
十
津
川
郷
中
の
義
、
此
度
中
山
卿
ニ
随
ひ
て
ハ 

朝
敵
と
相
成
、
悉
く
滅
亡
ニ
至
る
へ
し
、 

只
今
之
内
、
何
と
な
く
中
山
卿
十
津
川
ニ
滞
陣
の
義
、
断
ニ
及
ハ
ヽ
郷
中
兵
火
の
苦
し
ミ
を
遁
れ
、 

無
難
ニ
可
有
之
旨
被
仰
聞
し
候
と
の
事
の
由
、
是
を
聞
て
野
路(

崎)

主
計
一
番
ニ
変
心
し
て
我
居 

村
へ
逃
帰
る
、
其
外
乾
政
右
衛
門
・
沼
田
京
造
・
仲
垣
郭
之
進
等
を
始
、
郷
士
中
悉
く
変
心
す
、 

乾
十
郎
ハ
罷
帰
り
、
早
速
右
の
趣
言
上
す
、
今
ハ
十
津
川
へ
長
居
無
益
、
速
ニ
南
に
向
ひ
、
紀
州
路
の
内 

新
宮
か
本
宮
或
ハ
木
本
・
尾
鷲
抔
何
れ
へ
な
り
共
、
出
安
き
所
へ
討
出
ん
と
の
評
義
ニ
決
し
、
天
の 

辻
江
居
残
る
味
方
纔
三
十
余
人
、
兵
粮
・
小
荷
駄
等
大
概
運
送
、
既
ニ
引
上
ん
と
す
る
所
、
俄
ニ 

紀
州
・
藤
堂
・
井
伊
の
輩
雲
霞
の
如
く
、
ふ
き
口
・
五
條
口
・
す
だ
れ
口
、
三
方
よ
り
鉄
炮
打
掛
、 

同
時
ニ
寄
来
る
、
味
方
五
人
・
八
人
充
、
手
分
ケ
、
爰
を
詮
度
と
鉄
炮
打
出
し
防
戦
し
、 

ふ
き
口
よ
り
押
寄
た
り
紀
州
路
の
大
将
一
人
を
土
州
池
田(

内)

蔵
太
是
を
討
斃
し
け
り
、
仍
て 

此
手
ハ
敵
勢
引
退
く
と
い
へ
共
、
五
條
口
・
す
だ
れ
口
よ
り
頻
ニ
進
ミ
来
る
、
味
方
小
勢
に
て
小
代 

江
の
道
筋
、
坂
本
を
取
切
ら
れ
て
ハ
難
義
ニ
付
、
味
方
よ
り
本
陣
ニ
火
を
か
け
、
迅
速
小
代
江 

引
取
、
同
夜
長
殿
村
江
宿
陣
ス
、
御
本
陣
ハ
未
た
上
の(

野)

地
江
御
滞
陣
な
り 

   
 

同 

十
六
日 

先
陣
の
輩
、
追
々
上
之
地
江
着
陣
、
本
陣
と
一
所
ニ
相
成
候
故
、
惣
軍
即
刻
風
屋
村
へ
御
着
陣 

一
、
十
津
川
の
郷
士
田
中
主
馬
蔵
・
前
木
鏡
之
進
・
丸
谷
幸
之
助
三
人
は
何
れ
迄
も
御
供
仕
度
旨
ニ
て 

随
ふ 

一
、
肥
後
藩
武
田(

竹
志
田)

久
馬
雄
大
坂
出
帆
之
砌
よ
り
病
気
に
て
次
第
ニ
悪
く
、
終
に
病
死
ス
、
故
ニ
風
屋
村
ニ

 

葬
る 

   
 

同 

十
七
日 

小
原
村
御
宿
陣 

  



同(

九
月)

十
五
日
の
日
附
脱
落
に 

付
加
入
す 

「
天
の
辻
に
居
残
る
味
方
…
」
の
前 

松
下
村
塾
本
乃
土
方
氏
本
に
よ
り 

訂
正
す 

                              



 
 

同 

十
八
日 

下
屑(
葛
川)

村
御
宿
陣
ニ
而
十
津
川
郷
士
田
中
主
馬
蔵
・
前
木
鏡
之
進
・
丸
谷
幸
之
助
、 

紀
州
路
探
索
と
し
て
罷
出
、
終
に
帰
ら
す 

   
 

同 

十
九
日 
廿
日 

玉
置
山
よ
り
本
宮
の
方
江
出
る
風
情
ニ
し
て
昨
日
俄
ニ
此
方
江
道
を
替
、
尾
鷲
よ
り
討
て 

出
る
と
の
計
策
に
て
、
北
山
越
の
難
道
此
日
登
り
、
三
里
下
り
、
三
里
の
山
道
昼
夜
兼
行
也
、 

大
峯
山
上
江
暫
く
野
宿
ス
、
全
体
十
津
川
山
中
の
険
岨
い
ま
た
世
上
ニ
見
さ
る
所
、
就
中 

此
日
の
山
中
険
岨
言
へ
か
ら
す
、
空
幽
た
る
遥
の
谷
ハ
競
々
と
し
て
目
眩(

ク
ロ)

く
高
屏
た
る 

如
く
聳
絶
頂
ハ
戦
々
と
し
て
足
進
ま
す
、
見
も
な
れ
ぬ
大
木
茂
々
と
し
て
梢
の
影
闇
く
、 

霧
深
う
し
て
露
を
含
ミ
、
白
雲
半
腹
ニ
交
り
て
遠
見
不
能
、
或
ハ
朽
た
る
大
木
道
に 

横
た
は
り
、
尖
た
る
岩
石
路
に
聳
ち
、
実
に
人
跡
の
絶
た
る
所
、
鳥
獣
の
及
さ
る
処
、
漸
と 

し
て
よ
ぢ
登
り
・
た
ど
り
下
る
物
か
ら
、
惣
勢
大
ニ
労
れ
空
腹
を
凌
き
て
、
翌
廿
日
の
夕
刻 

北
山
郷
中
浦
田(

向)

村
に
そ
着
に
け
り 

   
 

同 

廿
一
日 

追
々
打
出
へ
き
紀
州
路
探
索
ニ
及
ひ
し
所
、
木
之
本
・
尾
鷲
・
香
の
本
等
何
れ
も
道
筋
の 

難
所
江
大
成
松
柏
を
切
倒
し
通
路
を
差
塞
き
、
兵
卒
を
以
守
り
居
け
る
趣
に
て
、 

小
勢
に
て
更
ニ
討
へ
き
処
な
く
、
今
ハ
敵
軍
四
方
を
遠
巻
に
し
籠
鳥
に
等
し
、
然
共 

精
兵
未
た
四
拾
余
人
、
閑
道
を
微
行
し
、
敵
支
へ
な
ハ
討
破
て
通
ら
ん
に
難
き
事
有
ま
し 

と
、
橋
本
若
狭
、
大
和
の
産
に
て
案
内
を
能
知
た
る
者
故
、
同
人
の
道
引
に
任
せ
、
吉
野
へ
東 

を
遥
に
廻
り
、
夫
よ
り
河
内
ニ
出
、
摂
津
ニ
至
る
の
策
ニ
決
し
て
、
同
夜
白
川
村
に
御
着
陣 

一
、
和
州
平
岡
久
兵
衛(

鳩
平)

・
伴
林
六
郎
・
江
戸
西
田
仁
平
、
先
達
て
よ
り
北
山
郷
よ
り
紀
州
へ
出
る
の
道
路 

探
索
ニ
出
た
る
か
白
川
江
書
を
残
し
、
北
山
郷
よ
り
献
米
を
売
払
、
金
子
少
々
携
へ
、
残
の
金 

子
ハ
十
津
川
郷
士
深
野
繁
理
江
委
細
申
含
て
渡
し
置
、
逃
去
け
り
、
伊
勢
よ
り
京
へ 

出
詰
り
長
州
行
の
趣
ニ
書
残
せ
り
、
深
野
は
右
の
趣
申
達
し
、
十
津
川
へ
帰
り
け
る 

       



 
 

同 

廿
ニ
日 

御
決
策
ニ
付
而
は
、
荷
物
等
差
略
大
略
用
意
の
向
も
有
之
、
且
ハ
惣
軍 

労
れ
居
け
る
故
、
白
川
へ
御
滞
陣 

   
 

同 

廿
三
日 

暁
七
時
御
出
陣
の
筈
ニ
て
人
夫
の
義
、
昨
日
よ
り
役
人
へ
申
付
、
手
当
に
及
ひ
、
昨
夜
よ
り
人
足 

出
夫
致
し
け
る
か
、
昨
日
人
足
共
前
鬼
山
へ
罷
越
、
先
頃
よ
り
取
奪
た
る
献
米
を
取
寄
ん
と
致
し 

け
る
か
、
藤
堂
勢
出
張
い
た
し
居
、
中
山
卿
の
人
足
ニ
出
た
る
者
は
一
々
首
を
刎
る
、
此
方
の
人
足
を
勤 

む
へ
し
と
厳
敷
申
聞
た
る
趣
ニ
て
、
人
足
共
大
に
恐
れ
悉
く
逃
去
、
是
を
聞
と
御
本
陣
ニ
相
詰 

居
た
る
役
人
共
始
め
一
人
も
残
ら
す
夜
中
ニ
逃
失
、
村
中
明
家
と
成
し
を
所
々
相
尋
、
漸
七
八
人 

捕
出
し
け
り
、
然
処
先
頃
よ
り
病
人
多
く
毎
日
駕
籠
拾
挺
ニ
も
及
ひ
、
甚
た
難
義
ニ
付
、
甲 

冑
・
鉄
炮
其
外
荷
物
類
、
大
概
捨
置
、
家
来
之
者
共
へ
駕
籠
を
か
ゝ
せ
、
漸
五
時(

午
前
八
時)

頃
出 

陣
せ
り
、
右
様
人
足
共
を
始
メ
村
役
人
ニ
至
る
迄
逃
去
た
る
義
、
い
か
に
も
不
届
ニ
付
、
兵
器
・ 

荷
物
を
本
陣
の
寺
へ
取
集
め
、
火
を
か
け
て
寺
共
ニ
焼
捨
た
り
、
今
日
の
道
も
難
所
に
て 

伯
母
か
峠
ニ
於
て
暮
ニ
及
ひ
、
夜
通
し
ニ
雨
天
を
凌
き
、
夜
明
迄
追
々
伯
母
か
谷
へ
着
陣 

せ
り 

                  



 
 

同 

廿
四
日 

惣
軍
勢
の
内
、
敵
勢
探
索
ニ
及
ひ
し
所
、
井
伊
勢
是
よ
り
一
里
計
り
和
田
と
云
所
に
出
張
、 

昨
夜
士
三
人
鉄
炮
の
者
七
八
人
伯
母
か
谷
迄
参
り
、
味
方
夜
中
ニ
同
所
へ
着
陣
の
趣 

聞
付
、
直
ニ
引
返
し
た
る
由
相
聞
故
ニ
、
病
人
土
州
吉
村
虎
太
郎
・
参
州
松
本
謙
三
郎
・
土
州 

安
岡
斧
太
郎
・
同
嘉
助
・
久
留
米
小
川
佐
吉
等
駕
籠
に
て
後
陣
ニ
引
下
り
精
兵
勝(

す
ぐ)

つ
て 

四
十
余
人
、
先
陣
ニ
進
ミ
、
五
半
時(

午
前
九
時)

頃
過
出
陣
、
昼
前
和
田
へ
着
陣
せ
し
に
敵
ハ
な
く
し
て
、
人

 

足
共
夥
敷
出
夫
ニ
及
け
る
故
、
荷
物
等
取
持
せ
後
陣
ニ
繰
下
ケ
、
惣
勢
身
軽
に
出
立
、 

和
田
を
進
ミ
、
七
半
時(

午
後
五
時)
頃
ワ
シ
カ
口
一
里
計
手
前
ニ
至
る
、
此
処
の
山
道
ニ
百
性
両
人
火
を 

焚
て
居
つ
る
か
傍
ニ
蹲
踞
し
ワ
シ
カ
口
よ
り
御
迎
ニ
罷
出
た
る
由
申
出
る
、
依
て
同
所
に
敵
出 

陣
ハ
無
之
哉
尋
問
せ
し
所
、
私
共
ハ
昼
前
よ
り
当
所
へ
相
待
罷
在
、
敵
勢
の
都
合
ハ
一
向 

存
不
申
、
併
先
刻
村
方
よ
り
の
注
進
に
ハ
今
日
井
伊
勢
少
々
出
張
、
村
方
七
軒
ニ
宿
致
さ 

る
ゝ
由
、
然
共
多
勢
の
趣
ハ
承
り
不
申
、
何
様
一
人
ハ
御
先
へ
参
り
村
方
ニ
て
何
か
用
意
御
待 

受
可
仕
申
出
、
何
分
疑
ハ
し
き
様
子
敵
の
謀
計
哉
も
難
計
、
両
人
共
先
へ
帰
る
事
許 

さ
す
、
先
手
へ
召
連
、
案
内
致
さ
せ
進
ミ
け
る
、
程
な
く
ワ
シ
カ
郷
ニ
差
懸
り
日
も
暮
け
れ
ハ
、 

 

惣
勢
天
忠
の
ニ
字
を
合
詞
と
定 

 
 

 
 
 
 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 

闇
夜
ニ

 
 

火
を
灯
さ
す
、
鳴
を
静
め
て
進
ミ
、
山
を
廻
つ
て
川
を
越
、
小
高
き
所
へ
至
る
頃
、
二
手
の
敵
松
明 

数
多
灯
し
連
ね
、
味
方
の
通
り
し
山
道
ニ
押
出
せ
し
か
、
早
味
方
通
行
の
跡
な
る
故
、
引
返
し
て 

此
方
へ
進
ミ
来
る
、
又
一
手
の
敵
勢
山
の
下
よ
り
炮
発
し
既
ニ
四
方
を
取
巻
、
味
方
死
地
ニ
落 

入
、
猶
静
り
て
声
を
立
す
敵
の
様
子
を
見
る
ニ
、
闇
夜
な
れ
ハ
闇
さ
ハ
く
ら
し
、
敵
の
多
少
知 

れ
さ
れ
共
、
眼
下
ニ
見
お
ろ
す
町
と
覚
敷
所
、
敵
の
陣
所
と
見
へ
篝
火
所
々
に
見
へ
け
れ
ハ
、
今
ハ 

突
戦
に
し
く
事
な
し
と
俄
ニ
山
よ
り
馳
下
り
鬨
を
作
つ
て
町
内
へ
走
り
出
、
見
れ
ハ
井
伊
家
先
勢 

の
陣
所
に
て
諸
方
へ
繰
出
し
た
る
跡
な
れ
ハ
、
其
勢
少
し
と
い
へ
共
、
六
七
十
人
鉄
炮
を
構
へ
て
控
へ 

た
り
、
味
方
何
の
猶
予
も
あ
ら
ハ
こ
そ
無
二
無
三
に
突
入
、
其
間
纔
に
二
三
間
、
鉄
炮
発
す 

と
い
へ
共
、
敢
て
味
方
に
中
ら
す
、
早
突
入
た
れ
ハ
敵
共
散
々
に
逃
る
を
追
捨
、
向
ふ
馳
通
れ
ハ
、 

又
井
伊
の
陣
所
一
ツ
有
、
此
所
へ
も
敵
勢
鉄
炮
を
備
へ
ば
ら
ば
ら
と
打
出
す
に
味
方
一
両
人
討 

斃
さ
る
ゝ
を
顧
す
我
一
と
突
破
る
・
敵
に
も
向
ひ
戦
ふ
、
此
時
味
方
の
先
勢
ハ
何
方
に
て 

       

天
忠
の
二
字
、
先
頃
よ
り
誰
言
と
な
く
味
方
の
事
を

 

天
忠
組
と
敵
も
味
方
も
唱
る
故
、
合
詞
に
用
ひ
し
也

 



戦
ひ
け
る
か
居
合
せ
す
、
御
旗
本
の
面
々
鑓
・
刀
を
打
振
て
大
ニ
働
く
、
其
内
敵
三
人
鑓
を
並 

へ
て
突
懸
る
を
、
半
田
門
吉
同
く
鑓
に
て
横
へ
な
ぐ
れ
ハ
、
二
人
は
逃
去
、
一
人
進
ん
て
突
出
す
鑓
の 

塩
首
を
握
り
引
寄
る
所
を
、
傍
よ
り
鶴
田
陶
司
其
敵
を
突
伏
る
、
此
時
半
田
少
し
手
疵
を 

負
た
り
、
味
方
大
半
敵
陣
の
裏
へ
廻
り
進
ミ
け
る
、
大
将
は
只
壱
人
衆
を
ぬ
き
ん
て
敵
の
陣
中
へ 

馳
入
給
ひ
、
追
散
し
給
ふ
所
、
巌
盗
挑
灯
を
提
た
る
敵
両
人
有
し
を
、
忽
ち
切
斃
し
、
挑
灯
を
奪 

取
て
直
に
進
ミ
給
ふ
、
此
所
の
陣
所
へ
ハ
味
方
よ
り
火
を
か
け
、
焼
討
ニ
し
て
進
ん
た
り
、
然
処
又
一
ヶ
所
の
敵 

陣
あ
り
、
是
は
紀
州
勢
也
、
此
時
味
方
大
半
散
々
に
相
成
、
旗
本
勢
纔
な
れ
共
、
大
将
頻
ニ
進
ミ 

給
ひ
、
跡
に
て
奪
取
給
ひ
し
挑
灯
を
以
、
只
一
人
五
六
十
人
群
り
た
る
敵
中
へ
つ
と
駈
入
給
ひ
、
太
刀 

を
振
二
人
一
所
ニ
切
伏
給
ひ
、
尚
七
八
人
ニ
手
を
負
せ
て
荒
廻
り
給
ふ
に
仍
て
、
敵
共
狼
狽
右
往
左
往
ニ 

逃
出
る
紛
れ
に
、
味
方
漸
と
し
て
此
所
の
陣
所
を
駈
破
り
駈
ぬ
け
、
凡
十
六
七
丁
ニ
し
て
ワ
シ
カ(

鷲
家)

郷
ニ 

至
り
、
見
れ
ハ
紀
州
の
大
軍
陣
を
張
篝
火
を
焚
て
控
へ
た
り
、
此
時
大
将
ニ
随
ふ
面
々
に
ハ
は
土
州 

上
田
宗
児
・
嶋
浪
間
・
伊
吹
終
吉
・
池
田(

内)

蔵
太
・
森
下
松
蔵
儀
之
助
・
楠
目
清
馬
・
嶋
村 

省
吾
・
沢
村
幸
吉
・
久
留
米
酒
井
伝
次
郎
・
半
田
門
吉
・
同
人
家
来
山
口
松
蔵
・
荒
巻
羊 

三
郎
・
中
垣
謙
太
郎
・
鶴
田
陶
司
・
武
林
八
郎
・
土
州
土
居
佐
之
助
・
武
州
安
積
五
郎
家
来 

万
吉
等
纔
十
七
人
最
早
討
破
る
気
勢
無
之
、
運
命
を
天
ニ
任
せ
、
一
ト
先
、
爰
を
落
延
、 

他
日
又
義
兵
を
揚
ん
と
評
義
一
決
し
て
、
諸
方
へ
分
か
れ
て
落
行
け
り
、
中
ニ
も
大
将
ハ
左
り
の 

山
の
け
は
し
き
に
道
な
き
所
を
登
り
給
ふ
、
随
ふ
者
ニ
は
土
州
上
田
宗
児
・
伊
吹
終
吉
・
嶋
浪
間
・
久
留 

米
半
田
門
吉
・
同
人
家
来
山
口
松
蔵
・
安
積
五
郎
家
来
万
吉
上
下
都
而
七
人
也
、
或
ハ
大
木
の 

根
を
攀
ぢ
か
づ
ら
を
伝
ひ
登
り
、
又
ハ
茂
り
に
茂
り
し
所
を
押
分
、
音
を
さ
せ
し
と
辛
う
し
て 

登
り
て
は
下
り
、
お
ろ
し
て
ハ
上
り
、
闇
夜
の
事
に
て
方
角
ハ
分
ら
す
、
案
内
ハ
知
ら
す
精
神 

爰
ニ
労
れ
果
た
る
故
、
松
柏
の
繁
き
か
中
ニ
芝
居
し
、
前
後
も
知
ら
す
寝
た
り
け
る
、
又
病
人
の
輩 

ハ
後
陣
ニ
有
し
か
駕
籠
よ
り
出
て
落
つ
る
か
、
突
腹
す
る
も
有
つ
ら
ん
か
、
縛
ら
れ
し
も
有 

つ
ら
ん
、
一
円
相
分
ら
す
、
実
ニ
哀
む
へ
き
事
共
也 

            



 
 

同 

廿
五
日 

夜
明
過
ニ
各
目
を
覚
し
て
見
れ
ハ
山
下
ニ
人
家
有
て
、
爰
に
も
敵
の
屯
せ
し
と
見
へ
太
鼓 

を
打
て
勢
を
繰
出
し
、
山
中
へ
所
々
よ
り
頻
ニ
炮
発
す
、
皆
々
息
を
こ
ら
し
て
相
忍
ひ
、
腰 

兵
粮
を
遣
ひ
、
昼
前
竊
ニ
山
を
下
り
、
一
筋
の
道
を
乗
越
、
向
ふ
の
山
へ
駈
登
り
、
遥
の 

絶
頂
に
て
方
角
を
見
定
め
、
谷
を
伝
ひ
て
下
り
、
三
ツ
四
ツ
の
山
を
越
、
向
ふ
を
見
れ
ハ
一
筋
の 

往
還
あ
り
、
是
そ
河
内
へ
出
る
道
に
て
あ
ら
ん
と
日
暮
迄
山
中
ニ
忍
ひ
、
暮
る
を
遅
し
と
待 

詫
る
、
落
武
者
の
習
ひ
と
て
往
来
の
人
の
咄
し
声
ニ
耳
を
驚
か
し
、
秋
風
の
戦
き(

そ
よ
ぎ)

渡
り
て 

木
の
葉
の
落
る
に
も
胸
を
轟
か
し
、
早
日
も
暮
け
れ
ハ
山
を
下
り
て
道
ニ
出
、
飢
を
忘
れ
て 

急
き
行
、
火
を
灯
せ
し
人
に
逢
ハ
俄
ニ
山
に
隠
れ
、
或
ハ
竊
ニ
百
性(

姓)

の
家
ニ
立
寄
、
道
を 

問
、
飯
を
貰
ふ
て
行
程
ニ
、
宇
田(

陀)

と
言
所
ハ
、
井
伊
の
本
陣
を
構
へ
往
来
の
人
を
吟
味
す
る 

趣
ニ
聞
へ
け
れ
ハ
、
金
を
与
へ
て
百
性(

姓)

ニ
案
内
を
頼
ミ
、
閑
道
な
る
岩
清
水
の
村
を
へ
て 

遥
ニ
宇
田
を
廻
り
て
行
過
つ
、
又
も
案
内
を
頼
ミ
半
坂
峠
を
打
越
、
夜
明
る
頃 

三
輪
の
山
に
そ
着
に
け
り 

                      



 
 

同 

廿
六
日 

東
雲
の
空
晴
渡
り
夜
ハ
ほ
の
ほ
の
と
明
け
れ
ハ
小
松
の
茂
れ
る
中
に
忍
ひ
、
登
り
、
落
葉 

を
か
き
集
め
て
芝
居
し
、
貰
ひ
来
り
し
飯
を
喰
し
、
行
末
越
方
の
事
共
竊
ニ
語
ら
ひ 

つ
ゝ
四
方
を
見
れ
ハ
、
三
輪
の
里
桜
井
の
駅
路
を
遥
ニ
見
お
ろ
し
、
麓
の
千
草
枯
な
か
ら 

一
花
咲
る
も
目
に
珍
ら
し
か
ら
す
、
朝
鳥
の
声
も
耳
に
面
白
か
ら
す
、
雨
ニ
湯
あ
ミ
し
風 

ニ
櫛
け
つ
り
、
昼
ハ
寝
、
夜
ハ
進
ミ
、
或
時
ハ
飢
労
れ
て
足
も
進
ま
す
、
其
千
辛
万
苦
実
ニ 

筆
紙
ニ
尽
し
か
た
く
、
大
将
中
山
忠
光
卿
何
と
も
口
に
ハ
宣
ハ
す
と
雖
、
い
か
計
か
苦
敷
思
し 

召
つ
ら
ん
、
頻
ニ
御
胸
の
中
押
計
ら
れ
て
、
古
へ
大
塔
の
宮
の
熊
野
へ
落
さ
せ
給
ふ
も
斯
や 

あ
ら
ん
と
思
ヘ
ハ
、
い
と
ゝ
哀
れ
也
、
暫
し
ま
と
ろ
む
其
内
ニ
、
頻
り
ニ
降
来
る
時
雨
ニ
袖
を
絞
り 

て
山
を
出
、
麓
の
人
家
ニ
立
寄
て
雨
具
を
求
メ
、
案
内
を
頼
ミ
し
に
桜
井
の
駅
に
ハ
藤 

堂
の
勢
陣
所
を
構
へ
、
其
外
芝
村
家
中
よ
り
三
輪
の
里
ニ
も
張
番
を
さ
し
置
、
昨
日
も 

落
来
る
天
忠
組
三
人
・
二
人
を
殺
し
一
人
は
捕
へ
し
由
、
今
日
天
忠
組
落
来
る
趣
ニ
而 

其
穿
鑿
一
方
な
ら
す
と
の
由
聞
へ
け
れ
ハ
、
扨
ハ
閑
道
迚
も
白
昼
に
ハ
行
か
た
し
、
今
ハ 

止
事
を
得
す
此
家
の
者
共
ニ
実
事
を
明
し
相
頼
、
暮
迄
怪
敷
小
屋
の
内
ニ
潜
ミ 

け
る
か
、
此
家
の
者
共
人
ま
め
な
る
者
に
て
飯
を
焚
、
茶
を
出
し
田
舎
振
の
も
て
な
し
も
時
に 

取
て
ハ
山
海
の
珍
味
ニ
増
る
心
地
し
て
、
金
も
て
厚
く
是
を
謝
し
、
早
日
も
暮
け
れ
ハ
忽
敵 

数
百
の
松
明
燈
灯
燈
し
つ
ら
ね
、
往
還
小
道
を
東
へ
向
て
押
行
ニ
そ
、
弥
静
り
返
つ
て 

見
る
内
、
遥
ニ
行
過
け
れ
は
此
家
の
者
共
ニ
探
索
を
致
さ
せ
、
其
上
に
て
案
内
を
頼
ミ
、
四
時(

午
後
十
時)

過 

よ
り
竊
ニ
小
道
を
た
と
り
、
一
里
ニ
里
と
行
程
ニ
忽
ち
田
の
畔
の
道
ニ
迷
ひ
、
川
を
渡
り
、
辛 

う
し
て
夜
明
る
頃
高
田
駅
に
そ
着
に
け
り
、
此
辺
は
平
地
に
て
俄
ニ
潜
む
へ
き
山
も
な
く
今
ハ 

詮
方
な
く
公
然
と
白
昼
ニ
河
内
に
出
へ
し
、
若
敵
有
て
見
付
ら
れ
な
ハ
其
時
こ
そ
快
く
討 

死
す
へ
し
と
、
中
々
に
思
ひ
決
し
て
案
内
者
へ
金
を
与
へ
て
帰
し
け
り 

             



 
 

同 

廿
七
日 

上
下
七
人
志
を
励
し
、
公
然
と
高
田
の
町
を
打
通
り
、
往
還
を
迅
速
ニ
走
る
程
ニ
、
五
時(

午
前
八
時)

頃 

河
内
・
大
和
の
堺
、
山
の
峠
ニ
至
る
、
幸
成
哉
、
四
五
日
已
前
迄
ハ
河
内
へ
も
所
々
敵
の
出
勢 

有
し
と
い
へ
共
早
引
け
る
と
聞
へ
け
れ
ハ
、
今
ハ
心
易
し
と
峠
の
茶
屋
へ
立
寄
、
各
飯
を
食 

居
け
る
所
へ
士
壱
人
通
り
か
ゝ
る
を
呼
留
メ
、
性(

姓)

名
を
問
ば
植
村
駿
河
守
家
来
と
答
ふ
、
さ
れ
は 

高
取
の
人
に
て
有
け
る
か
、
此
方
共
ハ
天
忠
組
只
今 

京
師
へ
引
取
也
、
敵
味
方
の
事
な
れ
共
、 

味
方
ハ
七
八
人
其
方
ハ
一
人
の
義
ニ
付
、
立
会
ハ
致
さ
す
と
申
聞
け
れ
ハ
、
同
人
大
ニ
恐
れ
、
私
ハ
軽
き
者 

に
て
何
に
も
存
し
不
申
様
相
答
へ
、
逃
る
か
如
く
行
過
る
を
打
笑
ひ
つ
ゝ
、
速
ニ
出
足
、
河
内
を
経 

て
昼
過
る
頃
、
大
坂
に
そ
着
に
け
る
、
天
王
寺
・
玉
造
ニ
ハ
固
の
敵
勢
有
之
趣
ニ
付
、
其
間 

な
る
桃
山
よ
り
道
頓
堀
へ
入
込
、
料
理
屋
に
て
ゆ
る
ゆ
る
と
酒
食
、
衣
服
を
調
へ
、
暮
頃 

茶
船
ニ
取
乗
、
酒
抔
呑
つ
ゝ
何
方
と
も
な
く
行
衛
知
れ
す
に
落
行
給
ひ
、
し
る
人 

絶
て
な
か
り
け
り 

   

右
終 
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